
第４回寒河江市中学校部活動改革検討委員会 

 

日 時 令和 8年 2 月 10日(火) 

午後 3時 00分～午後 4時 30分 

場 所 寒河江市文化センター ２階 第 1研修室 

 

次   第 

 

１ 開会 

 

２ 教育長あいさつ 

 

３ 報告・協議 

（１）令和 7年度寒河江市中学校部活動改革の経過について 

（２）令和 7年度寒河江市中学校部活動改革の成果と課題について 

（３）令和 8年度寒河江市中学校部活動改革の計画（案）について 

（４）令和 7年度寒河江市中学校部活動改革を振り返って（各委員の皆様から） 

（５）その他 

 

４ その他 

 

５ 閉  会 

 

 

資料 1 令和 7年度寒河江市中学校部活動改革の経過 

資料 2 令和 7年度寒河江市中学校部活動改革の成果と課題 

資料 3 令和 8年度寒河江市中学校部活動改革の計画（案） 

資料 4 令和 7年度部活動の地域展開に係る実績報告書 

資料 5 部活動地域展開（総括 CNの活動のまとめ） 

資料 6 中学校吹奏楽部の地域展開の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４回寒河江市中学校部活動改革検討委員会 名簿 

 

（１）検討委員会 

 団体名または役職 氏名 出欠 

１ 寒河江市教育委員会 教育長 佐藤 志津男 出席 

２ （一社）寒河江市スポーツ協会 副会長 竹田 茂 出席 

３ 寒河江市スポーツ少年団 本部長 卯月 吉彦 欠席 

４ 寒河江市スポーツ推進委員会 会長 阿部 憲市 出席 

５ 寒河江市総合スポーツクラブ  

アスポートさがえ 会長 
大沼 修悦 出席 

6 寒河江市芸術文化協議会 副会長 安食 孫四郎 出席 

7 寒河江市 PTA連合会 副会長 滝田 潤 出席 

8 寒河江市 PTA連合会 母親委員長 荒木 裕子 出席 

9 寒河江市立陵東中学校長 橘 正敏 出席 

１0 寒河江市立陵南中学校長 石山 勝巳 出席 

１１ 寒河江市立陵西中学校長 井上 信宏 出席 

 

 

（２）事務局 

 役職 氏名 

１ 寒河江市教育委員会学校教育課長 東海林 茂美 

２ 寒河江市教育委員会学校教育課指導推進室長 鈴木 雅寿 

３ 寒河江市教育委員会生涯学習課長補佐 渋谷 孝行 

４ 寒河江市教育委員会スポーツ振興課長補佐 兼子 亘 

５ 寒河江市教育委員会学校教育課指導推進室長補佐 古澤 純子 

6 寒河江市教育委員会学校教育課学校再編整備室長補佐 千葉 大志 

７ 寒河江市教育委員会 部活動総括コーディネーター 山口 義博 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

R7 寒河江市中学校部活動改革の経過 

 

○寒河江市中学校部活動改革検討委員会 

・令和 7年 5月 20 日（火）15:00～ 寒河江市立図書館 

・令和 7年 7月 29 日（火）15:00～ 寒河江市立図書館 

・令和 7年 12月 17 日（水）15:00～ 寒河江市立図書館 

・令和 8年 2月 10 日（火）15:00～ 寒河江市文化センター 

 

○寒河江市立中学校の部活動改革に関わる検討会議 

・令和７年 5月９日（金）10:00～ 寒河江市役所 

・令和７年 7月 22日（火）10:00～ 寒河江市役所 

・令和７年 11月 19 日（水）14:00～ 寒河江市立陵東中学校 

・令和７年 12月 11 日（木）9:30～ 寒河江市役所 

・令和８年 1月 28日（水）15:00～ 寒河江市立図書館 

 

○寒河江市地域クラブ指導者等研修会 

・第１回 7月 26日(土) 寒河江市文化センター中公ホール 22人（13クラブ） 

・第２回 12月６日(土) 寒河江市民体育館  2人（2クラブ）総数 37人 

           ※寒河江市スポーツ少年団との共催 

 

○令和７年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業（地域スポーツクラブ活動への移

行に向けた実証事業）ならびに文化部活動改革（地域文化クラブ活動への移行に向け

た実証事業）の受託 

 契約期間：令和７年４月 1日～令和８年 2月６日 

 委託団体 １２団体 

スポーツ系 

・寒河江ベースボールクラブ ・寒河江市卓球連盟 ・寒河江市剣道連盟 

・寒河江 Jrバスケットボールクラブ ・アドバンテージ（ソフトテニス） 

・寒河江 SBC（女子ソフトボール） ・陵武会柔道スポーツ少年団（柔道） 

・ET ジュニア（陸上） ・崇武館寒河江支部（空手） 

・ノバリアクライミングクラブ  

文化系 

・寒河江市芸術文化協議会 ・陵東ウィンドオーケストラ（吹奏楽） 

 

○部活動総括コーディネーターの配置 

 ・山口 義博 氏（元寒河江市立陵南中学校長） 

  令和７年４月１日～令和８年 1月１６日 
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令和７年度寒河江市中学校部活動改革の成果と課題 

 

成果 

① 寒河江市中学校部活動改革検討委員会を 4回開催。 

部活動改革の進捗状況を確認し、具体的な連携に取り組むことができた。 

② 総括コーディネーターを配置。 

地域クラブの聞き取り、詳しい学校部活動の現状の把握をすることができた。 

③ 地域スポーツクラブ活動体制整備事業（地域スポーツクラブ活動への移行に向け

た実証事業）ならびに文化部活動改革（地域文化クラブ活動への移行に向けた実

証事業）の実施（以下「実証事業」という。） 

地域クラブの運営、地域クラブの現状等を把握することができた。 

④ 市スポーツ少年団との共催での研修会を開催できた。 

地域クラブ指導者研修会を 2 回開催のうち、１回共催できた。検討委員会の関係

団体と具体的な連携をとることができた。 

指導者研修会の必要性が確認された。継続的かつ広域的な開催を目指していく。 

⑤ 文化系の地域クラブの運営の事例。総合文化祭での、文化体験 DAYの開催。 

寒河江市芸術文化協議会との連携が進み、初めて文化系の地域クラブの運営を進

めることができた。茶道体験教室や文化体験 DAY の開催により、地域クラブ側

も活動の必要性を感じることができた。 

⑥ 西村山部活動改革協議会の開催 

西村山地区部活動改革担当者が集まり各市町の進捗状況や課題等を持ち寄り、解

決方法を話し合うことができた。地域クラブ一覧表。指導者研修会のスタッフと

してのサポートを行うことができた。 

 

課題 

① 教育委員会と学校、関係団体とのさらなる連携と周知。（R６既出） 

検討委員会に出席する関係団体との具体的な活動の実施。スポーツ教室等の実施

等、お互いの活動を子どもたちの体験の機会の創出と結びつける。部活動の地域

展開では、子どもや大人高齢者や障害のある人も巻き込んだ地域での活動が求め

られている。 

② 実証事業を通してわかった実際の地域クラブの運営の難しさ。持続可能な運営。

（R６既出） 

指導者の確保。円滑に事務処理ができる専属の事務員の確保。会費の設定、受益者

負担への理解（会場使用料、消耗品、指導謝金等）、会場の確保、指導者の複数体

制等。 

③ 地域クラブ同士で話し合う場の設定。（仮）地域クラブ連絡協議会。（R６既出） 

地域クラブが抱える運営面や会計面の課題を互いに共有し、解決策を探る。互い

に情報交換行いクラブ運営に生かす。 
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④ 寒河江市内の学校の施設利用について 

地域クラブの土日の活動が本格化し、利用団体が増え、既存の団体と日程が重な

ることが増えている。市内の団体も市外の団体の利用に押し出されてしまう場合

もある。学校で貸し出しをしない期間の設定を失念した際、市外の地域クラブの

予約が入りキャンセルを受け入れてもらえなかった事例があった。夜 10 時まで

貸し出しをしているため、小学生が夜 10 時まで目一杯練習し、帰っていく事例

もあった。 

⑤ 地域クラブの認定制度等について 

国から出された「部活動改革および地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガ

イドライン」には、地域クラブの認定について記されている。また、地域クラブの

活動時間についても明記されているが、県のガイドラインを受け、寒河江市とし

ても今後の検討が必要となる。 
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令和8年度　寒河江市中学校部活動改革計画（案） ○:開始、実施　■：終了

R7 R8 R9

項　目 主担当 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

会議の開催

1 検討委員会の開催 市教委 1 2 3 4 1

2 検討会議（各中学校長）＋コーディネーター 市教委 紙面 2 3 4 紙面

3 地域クラブ情報交換（ヒヤリング） 市教委 ○ ○ ○ ○

4 R8年間計画 市教委 ■

5 検討委員会の委員選出 検討会議 ○

学校部活動に関すること・情報共有・条件整備

6 教員へ兼職兼業の説明（年度当初・随時） 市教委 ○ ○ ○

7 部の適正数（廃部・休部・移行）検討 学校 ○ ○

8 生徒の部活動・地域クラブ加入状況 学校 ○

9 保護者・保護者会代表への説明 学校 ○

10 外部コーチへの説明 市教委 ○

11 関係団体への説明（市スポ協・スポ少等）随時 市教委 随時

12 新入生オリエンテーションでの説明 市教委 ○

地域クラブ実証事業の開始

13 部活動総括コーディネーターの配置 市教委 ○ → → → → → → → → ■

14 地域クラブの実証事業の説明会 全 ○

15 地域クラブの実証事業実施 全 ○ → → → → → → → → ■

16 実証事業の文化系教室開催、文化活動体験DAY 全 ○ → → → ○

17 地域クラブ指導者研修会の開催 市教委 ○ ○

18 情報発信（指導者募集・チーム立ち上げ呼びかけ・新規教室のPR） 関係団体 ○ ○ ○

19 情報発信の支援（さくら連絡網等　随時） 市教委 ○ → → → → → → → → → → → → →

検証・改善・その他

20 （仮）部活動および地域クラブの総合的なガイドラインの作成 市教委 ○ ■ ○ ○

21 西村山部活動改革協議会 2月 ○ ○
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令和 7年度 部活動の地域展開に係る実績報告書 

 

地域スポーツクラブ活動体制整備事業 

  寒河江市 部活動総括コーディネーター 

 

1．事業の趣旨・目的 

 （省略） 

2．事業実施体制 

   （実施主体・事業名省略） 

配置 ：部活動地域コーディネーター 1名 

おもな役割： 

・学校、地域クラブ、指導者、行政間の連絡調整 

・研修・会議への参画および助言 

・現状把握と課題整理 

 

3．事業内容および実績 

（1）研修会の企画・講演【実績】 

 教員および地域指導者を対象とした研修会において、部活動地域展開の趣旨や実践上の留意

点について講演・指導を実施した。 

【講演・指導内容】 

1. 指導力向上（発達段階に応じた指導と教育的配慮）  

2. ハラスメント防止（未然防止と指導者の意識改革）  

3. 教員の働き方改革と部活動改革の関係  

4. 持続可能なクラブ運営（経済的負担、指導者・活動場所の確保、クラブ格差）  

5. 勝利至上主義に陥らない指導の在り方  

6. 地域クラブと中体連との関係整理  

7. 中学校生活の在り方の変化 

（参加者数等は別紙参照？） 

（2）教員アンケートの実施・分析【実績】 

 地域クラブ活動に対する教員の意識や課題を把握するため、アンケート調査を実施し、結果

の集約・分析を行った。 

【おもな結果】 

肯定的な意見  ：指導負担の軽減、専門的指導による活動の質向上、休日業務の改善 

懸念される事項 ：生徒理解・生活指導との連携、指導の質・安全管理、責任分担の明確化 

なお、結果については、検討会資料および制度設計の基礎資料として活用した。 

 

（3）地域クラブとの連絡調整【実績】 

 市内各地域クラブと定期的に連絡調整を行い、活動状況および課題の把握を行った。 

・指導者不足に関する情報共有  

・学校施設利用に関する調整  

・学校側の意向・懸念事項の伝達 
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（4）地域間格差是正に向けた協議【実績】 

 寒河江市と近隣他町との間で生じている競技数・指導者数等の地域間格差について、協議お

よび情報交換を行った。  

・市町を越えた地域クラブの在り方を検討  

・広域連携の方向性を共有 

 

（5）学校長・関係機関との検討会議への参画【実績】 

 学校長および市関係部署等が参加する検討会議に出席し、事業の進捗状況および現状課題を

報告した。  

・現場の実情を踏まえた課題整理  

・地域展開の今後の在り方について助言 

 

（6）市内中学校部活動の現状把握【実績】 

 市内各中学校における部活動数、競技種目、生徒数、指導体制について情報を整理し、地域

展開に向けた基礎資料を作成した。 

 

4．事業の成果 

・教員の部活動指導に係る負担軽減に向けた環境整備が進展した 

・地域クラブおよび指導者との連携体制が構築された（指導者研修会の広域開催含） 

・地域展開に向けた課題が整理・可視化された 

 

5．課題および今後について 

・指導者確保および指導力の向上 

・財源確保を含めた持続可能な運営体制の構築 

・地域間・クラブ間格差への継続的対応 

・学校・地域・保護者間の部活動の地域展開における合意形成の深化 

 

6．総括（まとめ） 

 本事業を通じて、部活動の地域展開に向けた基盤整備が着実に進展した。今後も、部活動地

域コーディネーターを中心とした連携体制のもと、国の方針を踏まえながら、持続可能な部活

動環境の構築を推進していく。 
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2026/01 

中学校部活動の地域展開に関するレポート 

― 寒河江市における成果と課題 2025年度 ― 

部活動地域コーディネーターの視点 

 寒河江市教育委員会           

部活動総括コーディネーター 山口 義博 

 

1．はじめに（背景と目的） 

 近年、少子化の進行や教員の長時間勤務を背景に、中学校部活動の在り方が全国的な課題となっ

ている。特に、専門外指導の常態化、休日指導による負担増、勝利至上主義に起因する指導上の問

題やハラスメントなどが顕在化してきた。こうした状況を受け、文部科学省は「部活動改革」を打

ち出し、学校単独で担ってきた部活動を、地域全体で支える仕組みへと転換する「地域展開（地域

移行）」を進めている。 本レポートは、寒河江市における「地域スポーツクラブ活動体制整備事業」

の取り組みを、部活動地域コーディネーターの立場からみた成果と課題を整理し、今後の方向性に

ついて報告する。 

 

2．寒河江市における地域展開の概要 

 寒河江市では、市教育委員会が中心となり、学校部活動を地域スポーツクラブへ段階的に展開す

る体制づくりを進めている。平日放課後や休日の活動について、地域人材や既存スポーツクラブを

活用し、学校と地域が連携して生徒の活動機会を保障する仕組みである。 その中核としての「「部活

動地域コーディネーター」を配置し、学校、地域クラブ、指導者、保護者等の調整役、また検討会

議や研修会を通して、地域クラブ運営の円滑化と質の確保に努めている。 

 

3．成果 

成果① 教員の働き方改革 

 地域展開の最大の成果の一つは、教員の働き方改革への寄与である。休日や放課後の指導負担が

軽減され、専門外競技の指導や過度な時間外勤務が減少した。これにより、教員が授業準備や生徒

指導といった本来の教育活動に専念できる環境が整いつつある。 

 

成果② 指導の専門性と生徒の成長 

 地域クラブでは、競技経験者や外部指導者による専門的な指導が可能となり、技術面の向上が見

られる。また、部活動ガイドラインに基づき、指導力向上のために、研修会等開催し、勝利至上主

義に偏らない指導や、ハラスメント防止を意識した指導体制の構築ができるよう進めている。また、

部活動の面では、複数校合同での活動により、生徒同士の交流が広がり、中学校生活の在り方にも

変化が生じている。 

資料５ 
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４．課題 

課題① 指導者の確保と指導力のばらつき 

 一方で、安定的な指導者確保は大きな課題である。地域人材に依存するため、競技や時期によっ

ては指導者不足が生じる場合もある。また、指導経験や教育的視点には個人差があり、継続的な研

修や評価システム等の整備なども不可欠である。 

 

課題② ボランティア依存とコーチ報酬 

 現状では、指導者の多くがボランティア、または低額報酬で活動している。善意に支えられた体

制は長期的な持続可能性に乏しく、コーチ報酬の財源確保や公的支援の在り方が今後の重要な検討

課題となっている。 

 

課題③ 経済的負担と地域・クラブ格差 

 地域クラブ化に伴い、受益者負担として会費や移動費が発生するケースがあり、保護者負担の増

加が懸念される。また、競技数や指導者数の違いによる地域間格差、クラブ間格差も顕在化しつつ

ある。経済的理由によって生徒の参加機会が制限されないよう、また、クラブ運営のための支援制

度等の検討が求められる。 

 

課題④ 学校・中体連との関係 

 地域クラブと学校部活動の役割分担や情報共有の在り方は、引き続き整理が必要である。加えて、

中体連との関係では、大会参加資格や運営方法の調整が課題となっており、生徒の公平な競技機会

を確保する仕組みづくりが求められている。とりわけ、種目ごとによる交流大会の実施や技術力向

上の研修会等は、経験値を高めるうえでも有効な手段であると考える。 

 

５．地域コーディネーターの役割と今後 

 部活動地域コーディネーターは、学校・保護者と地域クラブの調整など、事業全体の中核となる

存在である。今後は、指導者育成、財政モデルの構築、地区内外のクラブ連携、さまざまなトラブ

ル対応、さらには、評価と改善のサイクルを確立し、「持続可能なクラブ運営」を実現していくため

に寄与していくことが重要である。 

 

10．おわりに 

 中学校部活動の地域展開は、一過性のものではなく、教育と地域の関係を再構築する長期的改革

である。寒河江市の取り組みは一定の成果を上げつつあるが、課題への丁寧な対応と改善を重ねる

ことで、子どもたちの健全な成長を支える地域モデルとして深化していくことが重要であると考え

る。 
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2026/1/16 

中学校吹奏楽部の地域展開（文化部の部活動改革）について 

総括コーディネーター 

 

1．背景：文化部における部活動改革の難しさ 

中学校部活動改革は、運動部を中心に進められてきたが、吹奏楽部をはじめとする文化部の地域

展開は、より複雑な課題を抱えている。寒河江市においても、教員の働き方改革の観点から地域展

開が検討されている一方、文化部特有の事情により、単純な地域移行が困難な現状がある。 

 

2．寒河江市における吹奏楽部地域展開の意義 

・顧問教員の長時間勤務の解消 

・少人数校でも吹奏楽活動を継続できる環境の確保 

・中学校生活における文化的体験の質の維持・向上 

・吹奏楽は、協働性・継続的努力・表現力を育てる教育的価値が高い、活動自体がなくならない

ことが重要である。 

 

3．成果として期待される点 

① 教員の働き方改革 

・放課後・休日の指導負担軽減 

・コンクール前の過度な時間拘束の是正 

・教師は学級経営・授業に注力可能 

② 専門的指導の可能性 

・音楽大学出身者、地域楽団指導者の活用 

・楽器別指導・基礎演奏（法）の質向上 

・勝利至上主義からの転換 

 

4．課 題（地域クラブ化が進まない点） 

①：指導者の確保と指導力 

・吹奏楽指導は高度な専門性を要する 

資料６ 
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・合奏指導・楽器知識・教育的配慮が不可欠 

・指導者の価値観による指導格差、ハラスメント懸念 

➡ 文化部向けガイドラインに基づく研修・チェック体制が不可欠 

②：ボランティア依存と指導者報酬 

・現状は善意のボランティアに依存（！？） 

・定期指導・長時間拘束に見合う報酬が確保されていない 

・長期的には指導者の疲弊・離脱につながる 

➡ 持続可能なクラブ運営には、指導者報酬の制度化が必須 

③：経済的負担と保護者負担 

・地域クラブ化により月会費・交通費が発生 

・楽器修理・消耗品・楽譜購入・搬送など文化部特有の費用（何らかの支援は可能か） 

・家庭の経済状況による参加格差の懸念 

➡ 公的補助や減免制度の検討が必要 

④：楽器の扱いと所有の問題 

・吹奏楽部特有の重要課題 

・楽器は学校備品であることが多い 

・地域クラブでの使用責任・保管場所・修理負担 

・個人所有と学校所有が混在する難しさ 

➡ 学校・自治体・クラブの責任分担の明確化が必要 

⑤：活動場所の確保 

・合奏可能な音量・防音環境が必要 

・学校施設を使用する場合の管理・利用ルール 

・夜間・休日利用時の安全管理（セキュリティー） 

➡ 学校施設の「地域利用」としての再整理が不可欠 

 

9．吹奏楽コンクール参加の問題 

・現行制度では「学校単位参加」が原則 

（本市では統合まで学校単位での参加について確認済） 

10



・地域クラブ単位での出場には制度的制約 

・顧問名義・指導責任の所在が曖昧になりやすい 

➡ 学校との連携型モデル（学校名＋地域指導）が現実的か 

10．学校間の合同活動は可能か 

可能となると） 

・少人数校の統合による演奏レベル維持 

・楽器編成の充実 

・生徒の交流拡大 

その場合の課題） 

・学校帰属意識の希薄化 

・指導方針の統一 

・コンクール参加時の扱い 

➡ 寒河江市全体での合同吹奏楽クラブ構想は検討していくべき 

11．地域クラブと学校部活動の関係 

学校：教育的配慮・生徒理解の基盤 

地域クラブ：専門的・継続的指導 

教師と指導者の情報共有が不可欠 

12．中学校生活の在り方の変化 

「学校内活動」から「地域参加型活動」へ 

生徒の自己選択・主体性の拡大 

一方で学校との心理的距離が広がる懸念 

➡ 学校とのつながりを保つ設計が重要 

13．今後の方向性（寒河江市モデル） 

文化部特化型の地域展開 
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